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＊詳しくはスライド最後をご覧ください
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学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問
東京大学大学院教育学研究科 客員教授

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の研究委託を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

次期学習指導要領の改訂審議第2回ふり返り（2025年2月17日開催）

まず第一弾の指導要領改訂の構造が見えてきましたか

（中教審教育課程企画特別部会）



不満です！！！

座長、タイムマネジメントちゃんとやってくれ！

写真はイメージです
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石井英真委員報告資料



戸ヶ崎勤委員報告資料

戸ヶ崎委員「「教科書を教える」から「教科書で教える」へ



所感

・改訂指導要領（案）は、教師の概念的指導力の発揮を前提とする

・指導要領改訂作業の第一の難所は、教科書の再構造化である

> 分量（ページ数）

> 学習指導要領コード、デジタル教科書の扱い

> 指導書、問いやQRコードの意義

>教材研究、研修時間のカリキュラム内で確保すべき

>この問題を、教育課程編成や授業時数取扱いの弾力化で対応すべきで
はない

>これまでの「○○の学び」を基礎として発展させる。教師はもっと我
がごとの理解に至るまで学ぶ必要がある



発展的コメント1

・小学校教育を中心とした議論だと思われるが、これを高校、大学へとつ
なげていけるのか？

・個性化・包摂、デジタル教科書の利用等が高まる中で、「個別最適な学
び」のトーンがいっそう高まる。これを良しとするなら、手前で「一斉授
業における主体的・対話的で深い学びを基盤として、「個別最適な学び」
の補完的充実」としっかり銘打っておく必要がある

> 仕事・社会へのトランジション（社会に開かれた教育課程）で、最後表
だって求められるのは、集団・協働における「主体性」「対話」「探究」で
ある

> 知識・技能、思考力（論理的・批判的思考力、推論等）等を習得するその
過程において、「主体性」「対話」「探究」の力、態度を育てなければなら
ない。



「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し、「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向けた授業改善につなげていくことが必要である」

（『令和の日本型学校教育（答申）』より） 14



ペアワー
ク

鳥取大学附属小学校 15



「一人一人が自分の好きなスタイルで学ぶ」を目指すなら全体学習をベースに

鳥取大学附属小学校

自由進度学習における「協働的な学び」は「対話的な学び」を基礎として、補完
するものと捉えるべき



鳥取大学附属小学校 研究発表大会 全体講演会 説明資料（2024年11月1日）



発展的コメント2

・ICTやデジタル教科書を利用して、また単元内自由進度学習の
デザイン等を駆使して、子ども一人ひとりの「学習方法」や「進
める順序」「時間のかけ方」等で、様々な個別最適な学びのス
テップを個性化しても、学べない子どもは少なからず残る。

＞そのような子どもへの「個に応じた指導・支援」がいかなるものかは、
意外に唱えられていない（課題）



・人は社会的な生き物である

・人は、「社会化」を基盤とし、他者とのズレや差異を「個性」とし
て発達する生き物である

> 学校教育の中で「社会化」は一斉授業である

・自己決定、自律的意志は重要であるが、なんでもかんでも子どもに
委ねればいいというものではない。社会もそのようにはなっていない。

発展的コメント3

> 今日の職場でも、最初にあるのは「社会化」であって、「個性」ではな
い。社会化が認められて、その上で輝く個性が認められる

・近代化の「個人化」の流れは、不登校、引きこもり、多様な学校
選択（フリースクール、広域通信制高校など）と密接な関連がある

> かなり覚悟しておいた方がいい
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アウトサイドイン インサイドアウト

外的適応 内的適応外的適応 内的適応

20

人の形成・発達における
適応（アウトサイドイン）と個性化（インサイドアウト）の力学

溝上慎一 (2023). インサイドアウト思考－創造的思考から個性的な学習・ライフの構築へ－ 東信堂
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